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問
題
一 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

夏
目
漱
石
は
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
年
）
暮
れ
か
ら
翌
年
正
月
の
十
数
日
間
、
円
覚
寺
で
参
禅
し
た
。
大
学
を
出
て
英
語
教
師
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
と
き
漱
石
に
対
し
た
の
が
若
き
日
の
宗
演
で
あ
る
。
こ
の
参
禅
体
験
は
十
六
年
後
に
書
い
た
『
門
』
に
描
か
れ
て
い
る
。 

１
漱
石
は
若
い
と
き
か
ら
と
ら
え
よ
う
の
な
い
不
安
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
不
安
を
晴
ら
す
た
め
の
参
禅
だ
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
言
葉
の
人

で
あ
る
漱
石
に
と
っ
て
、
言
葉
の
対
極
に
あ
る
禅
は
手
を
触
れ
え
な
い
世
界
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
不
安
は
つ
い
に
解
消
し
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
増
殖
し
つ
づ
け
た
。
い
わ
ば
漱
石
の
根
源
的
不
安
で
あ
り
、
２

心
の
癌
だ
っ
た
。
こ
の
不
安
こ
そ
が
の
ち
に
漱
石
を
偉
大
な
作
家
に
育
て

上
げ
る
こ
と
に
な
る
。 

漱
石
は
正
岡
子
規
と
同
じ
慶
應
三
年
（
一
八
六
七
年
）
生
ま
れ
だ
か
ら
、
満
年
齢
が
明
治
の
年
数
と
一
致
す
る
。
漱
石
は
東
京
、
子
規
は
四
国
松
山

の
生
ま
れ
だ
が
、
一
高
（
第
一
高
等
中
学
校
）
で
出
会
う
と
生
涯
の
友
と
な
っ
た
。
し
か
し
３

子
規
が
そ
の
短
い
生
涯
、
明
治
の
国
家
主
義
の
優
等
生

と
し
て
生
き
た
の
に
対
し
て
、
漱
石
は
国
家
主
義
か
ら
の
自
覚
的
な
脱
落
者
と
な
っ
た
。 

理
由
と
し
て
ま
ず
思
い
当
た
る
の
は
漱
石
の
生
い
立
ち
で
あ
る
。 

子
規
は
幼
く
し
て
父
を
亡
く
し
た
が
、
母
八
重
と
そ
の
実
家
の
大
原
家
の
人
々
に
大
事
に
育
て
ら
れ
た
。
兄
思
い
の
妹
律
も
い
て
、
晩
年
寝
た
き
り

に
な
っ
て
も
八
重
と
律
が
自
己
犠
牲
的
な
介
護
を
し
た
。
病
気
の
た
め
結
婚
は
し
な
か
っ
た
が
、
母
と
妹
と
い
う
身
近
な
二
人
の
女
性
に
愛
さ
れ
て
い

る
と
い
う
自
覚
が
、
ど
れ
ほ
ど
子
規
に
自
信
を
与
え
た
か
。
こ
の
二
人
の
愛
情
が
子
規
を
大
地
に
根
づ
か
せ
た
。
い
わ
ば
日
本
古
来
の
母
権
社
会
に
子
規

は
生
き
て
い
た
。
こ
れ
が
子
規
を
ａ

無
ジ
ョ
ウ
の
楽
天
家
に
し
、
「
明
治
の
子
」
と
し
て
ま
っ
す
ぐ
に
歩
ま
せ
る
こ
と
に
な
る
。 

一
方
の
漱
石
は
子
規
と
は
反
対
に
母
の
ぬ
く
も
り
を
知
ら
ず
育
っ
た
。
六
人
兄
弟
の
末
っ
子
に
生
ま
れ
、
母
親
の
乳
が
出
な
か
っ
た
の
で
生
後
す
ぐ

里
子
に
出
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
里
親
が
漱
石
を
笊ざ

る

に
入
れ
て
夜
店
に
さ
ら
し
て
い
る
の
を
、
実
家
が
見
る
に
見
か
ね
て
引
き
取
っ
た
。
そ
の
後
、
ま
た

養
子
に
出
さ
れ
、
漱
石
が
実
家
に
戻
っ
た
の
は
九
つ
の
と
き
だ
っ
た
。 

漱
石
の
小
説
の
美
し
い
ヒ
ロ
イ
ン
た
ち
が
と
き
に
冷
や
や
か
で
意
地
悪
な
印
象
を
ｂ

タ
ダ
ヨ
わ
せ
る
の
は
、
そ
の
せ
い
で
は
な
い
か
。
母
親
は
人
生

で
最
初
に
出
会
う
女
性
で
あ
る
。
子
ど
も
時
代
に
母
親
と
縁
が
薄
か
っ
た
こ
と
が
、
漱
石
に
女
性
へ
の
ｃ

カ
イ
疑
を
植
え
つ
け
た
の
で
は
な
い
か
。
漱

石
に
生
涯
つ
き
ま
と
う
不
安
の
根
源
は
こ
こ
に
あ
り
そ
う
だ
。 

し
か
し
漱
石
を
明
治
の
脱
落
者
に
し
た
決
定
的
な
要
因
は
ロ
ン
ド
ン
留
学
だ
っ
た
。
そ
こ
で
の
挫
折
が
漱
石
を
国
家
主
義
と
は
別
の
位
置
に
立
た
せ
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る
こ
と
に
な
る
。
漱
石
は
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
年
）
か
ら
二
年
間
、
ロ
ン
ド
ン
に
留
学
す
る
。
明
治
政
府
は
文
明
開
化
策
の
ｄ

一
カ
ン
と
し
て

欧
米
の
優
れ
た
学
者
を
日
本
に
招
き
入
れ
る
一
方
、
日
本
の
有
望
な
青
年
を
留
学
さ
せ
て
西
洋
文
化
を
学
ば
せ
た
。 

今
と
違
っ
て
明
治
の
留
学
は
国
家
事
業
だ
っ
た
。
漱
石
の
留
学
も
英
語
研
究
を
目
的
と
し
、
年
間
千
八
百
円
の
留
学
費
と
三
百
円
の
留
守
宅
手
当
が

文
部
省
か
ら
支
給
さ
れ
た
。
そ
の
年
の
秋
、
プ
ロ
イ
セ
ン
号
で
横
浜
港
を
出
航
し
た
と
き
、
漱
石
は
明
治
の
国
家
的
使
命
と
期
待
を
背
負
っ
て
い
た
。 

と
こ
ろ
が
ロ
ン
ド
ン
に
住
み
は
じ
め
た
漱
石
は
た
ち
ま
ち
壁
に
直
面
す
る
。
古
来
、
日
本
の
知
識
階
級
が
親
し
ん
で
き
た
漢
詩
文
と
違
っ
て
西
洋
文

学
は
と
て
も
国
家
の
役
に
は
立
ち
そ
う
に
な
い
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
男
女
情
痴
の
話
で
は
な
い
か
。
そ
れ
に
気
づ
い
た
漱
石
は
大
学
に
行
か
ず
、
下
宿

に
こ
も
っ
て
、
「
文
学
と
は
何
か
」
と
い
う
大
問
題
に
取
り
組
む
。
山
積
み
の
文
学
書
を
読
ん
で
は
ｅ

シ
ョ
ウ
細
な
ノ
ー
ト
を
と
る
。
そ
の
あ
げ
く
神

経
衰
弱
に
な
っ
て
文
部
省
か
ら
帰
国
を
命
じ
ら
れ
る
。 

漱
石
は
ロ
ン
ド
ン
留
学
を
の
ち
に
こ
う
振
り
返
っ
て
い
る
。 

 

倫
敦
に
住
み
暮
ら
し
た
る
二
年
は
尤
も
不
愉
快
の
二
年
な
り
。
余
は
英
国
紳
士
の
間
に
あ
つ
て
狼
群
に
伍
す
る
一
匹
の
む
く
犬
の
如
く
、
あ
は
れ

な
る
生
活
を
営
み
た
り
。 

（
『
文
学
論
』
） 

 

「
４

狼
群
に
伍
す
る
５

一
匹
の
む
く
犬
」
。
自
分
は
明
治
の
新
国
家
が
求
め
る
「
有
為
の
人
」
に
は
な
れ
な
い
。
ロ
ン
ド
ン
留
学
の
挫
折
は
明
治
の
国

家
主
義
か
ら
の
脱
落
を
意
味
し
て
い
た
。 

明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
年
）
一
月
、
日
本
に
帰
国
し
た
漱
石
は
鬱
々
と
過
ご
す
。
親
友
の
子
規
は
前
年
秋
、
す
で
に
世
を
去
っ
て
い
た
。
輝
か

し
い
明
治
の
青
春
は
子
規
と
と
も
に
過
ぎ
去
り
、
時
代
は
日
露
戦
争
へ
と
動
い
て
い
た
。 

日
露
戦
争
の
最
中
、
高
浜
虚
子
は
漱
石
の
気
を
晴
ら
そ
う
と
朗
読
会
（
山
会
）
の
文
章
を
書
く
よ
う
勧
め
た
。
そ
う
し
て
生
ま
れ
た
の
が
最
初
の
小

説
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
で
あ
る
。 

『
猫
』
は
世
の
中
を
皮
肉
に
眺
め
る
苦
沙
弥
先
生
と
仲
間
た
ち
の
物
語
で
あ
る
。
明
治
の
国
家
主
義
か
ら
の
脱
落
が
漱
石
を
小
説
家
に
し
、
世
間
に

距
離
を
置
い
て  

ｆ 
 

に
構
え
る
苦
沙
弥
先
生
の
位
置
に
立
た
せ
た
。 

漱
石
は
小
説
家
と
し
て
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
き
か
ら
、
明
治
と
い
う
時
代
を
引
き
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
時
代
を
引
き
受
け
る
と
は
同
時
代
の
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日
本
人
の
運
命
を
自
分
の
問
題
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
偉
大
な
作
家
な
の
だ
。
そ
の
後
、
漱
石
は
時
代
を
炙
り
出
す
、
こ
の
皮
肉

家
の
苦
沙
弥
先
生
を
さ
ま
ざ
ま
に
変
奏
さ
せ
て
名
作
を
書
き
つ
づ
け
る
。 

明
治
四
十
年
、
漱
石
は
東
京
帝
国
大
学
の
講
師
を
辞
め
て
朝
日
新
聞
社
に
入
る
。
官
職
を
投
げ
出
し
て
一
新
聞
社
の
社
員
と
な
る
な
ど
、
こ
れ
も
当

時
と
し
て
は
非
常
識
な
反
国
家
的
な
選
択
だ
っ
た
。
し
か
し
明
治
の
脱
落
者
の
烙
印
が
何
よ
り
あ
ざ
や
か
に
見
て
と
れ
る
の
は
『
三
四
郎
』
（
明
治
四

十
一
年
）
の
一
節
だ
ろ
う
。 

物
語
は
日
露
戦
争
直
後
、
熊
本
の
五
高
（
第
五
高
等
学
校
）
を
卒
業
し
た
小
川
三
四
郎
が
東
京
へ
向
か
う
列
車
の
中
か
ら
は
じ
ま
る
。
乗
り
合
わ
せ

た
四
十
く
ら
い
の
髭
の
男
が
、
日
本
は
い
く
ら
日
露
戦
争
に
勝
っ
て
一
等
国
に
な
っ
て
も
駄
目
だ
、
富
士
山
よ
り
ほ
か
に
自
慢
す
る
も
の
は
何
も
な
い
、

と
い
う
話
を
す
る
も
の
だ
か
ら
三
四
郎
は
、 

 

「
然
し
是
か
ら
は
日
本
も
段
々
発
展
す
る
で
せ
う
」
と
弁
護
し
た
。
す
る
と
、
か
の
男
は
、
す
ま
し
た
も
の
で
、
「
亡ほ

ろ

び
る
ね
」
と
云
つ
た
。 

 

日
露
戦
争
の
勝
利
に
浮
か
れ
る
日
本
人
の
頭
に 

ｇ 
 

水
を
浴
び
せ
る
髭
の
男
は
漱
石
そ
の
人
だ
ろ
う
。
「
亡
び
る
ね
」
。
こ
の
一
言
は
日
本
が
こ

れ
か
ら
た
ど
る
過
酷
な
歴
史
、
第
二
次
世
界
大
戦
、
広
島
と
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
、
焼
け
跡
で
迎
え
る
敗
戦
、
そ
し
て
現
代
の
末
期
的
大
衆
社
会
の
滑

稽
な
惨
状
ま
で
見
透
す
よ
う
な
不
気
味
な
予
言
で
あ
る
。 

 

６

菫
す
み
れ 

程 

な 

小 

さ 

き 

人 

に 

生 

れ 

た 

し 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

漱
石 

 明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
年
）
、
日
露
戦
争
の
翌
年
の
作
。
漱
石
の
心
の
奥
に
鬱
々
と
眠
る
夢
を
取
り
出
し
た
よ
う
な
句
で
あ
る
。
小
さ
な
菫
の

花
と
は
７

明
治
の
国
家
主
義
か
ら
外
れ
た
漱
石
の
さ
さ
や
か
な
理
想
だ
っ
た
。 

（
長
谷
川 

櫂
『
俳
句
と
人
間
』
よ
り
） 
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問
一 

傍
線
ａ
～
ｅ
の
カ
タ
カ
ナ
と
同
じ
漢
字
を
使
う
カ
タ
カ
ナ
を
、
次
の
各
群
の
① 

～ 

④
の
う
ち
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
を

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
ａ
＝ 

 

１ 

・
ｂ
＝ 

 

２ 

・
ｃ
＝ 

 

３ 

・
ｄ
＝ 
 

４ 

・
ｅ
＝ 

 

５ 
 

。 

   

a 

無
ジ
ョ
ウ 

 
 

b 

タ
ダ
ヨ
わ
せ
る 

 
 

１ 
 

 
 

 
 

２ 
 

    

c 

カ
イ
疑 

 
 

d 

一
カ
ン 

 
 

３ 
 

 
 

 
 

４ 
 

    

e 

シ
ョ
ウ
細 

 
 

５ 
 

 

① 

ジ
ョ
ウ
識
を
覆
す
。 

② 

物
価
が
ジ
ョ
ウ
昇
す
る
。 

③ 

体
の
ジ
ョ
ウ
態
が
よ
い
。 

④ 
権
利
を
ジ
ョ
ウ
渡
す
る
。 

① 

フ
ン
争
を
調
停
す
る
。 

② 

素
リ
ュ
ウ
子
を
観
測
す
る
。 

③ 

水
中
を
フ
遊
す
る
。 

④ 

海
を
ヒ
ョ
ウ
流
す
る
。 

① 

過
去
を
カ
イ
恨
す
る
。 

② 

再
カ
イ
を
期
す
。 

③ 

カ
イ
中
電
灯
で
照
ら
す
。 

④ 

廃
品
を
カ
イ
収
す
る
。 

① 

カ
ン
境
を
保
全
す
る
。 

② 

収
益
を
カ
ン
元
す
る
。 

③ 

カ
ン
光
客
を
増
や
す
。 

④ 

カ
ン
職
に
追
い
や
ら
れ
る
。 

① 

定
理
を
シ
ョ
ウ
明
す
る
。 

② 

文
献
を
シ
ョ
ウ
訳
す
る
。 

③ 

作
者
は
不
シ
ョ
ウ
で
あ
る
。 

④ 

残
り
は
僅
シ
ョ
ウ
で
あ
る
。 
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問
二 

傍
線
１
「
漱
石
は
若
い
と
き
か
ら
と
ら
え
よ
う
の
な
い
不
安
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
」
に
つ
い
て
、
筆
者
は
そ
の
原
因
を
ど
の
よ
う
に
推
察
し
て

い
る
か
。
次
の
中
か
ら
最
も
適
切
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
記
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

 

６ 
 

。 
① 
円
覚
寺
の
参
禅
体
験
で
不
安
を
解
消
で
き
な
か
っ
た
こ
と
。 

② 

国
家
主
義
か
ら
の
自
覚
的
な
脱
落
者
と
な
っ
た
こ
と
。 

③ 

子
ど
も
時
代
に
母
親
と
縁
が
薄
か
っ
た
こ
と
。 

④ 

ロ
ン
ド
ン
留
学
で
壁
に
直
面
し
た
こ
と
。 

 

問
三 

傍
線
２
「
心
の
癌
」
に
使
わ
れ
て
い
る
修
辞
法
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

 

７ 
 

。 

① 

直
喩 

② 

隠
喩 
③ 

擬
人
法 

④ 

風
刺 

 

問
四 

傍
線
３
「
子
規
が
そ
の
短
い
生
涯
、
明
治
の
国
家
主
義
の
優
等
生
と
し
て
生
き
た
」
に
つ
い
て
、
筆
者
は
そ
の
理
由
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。
適
切
で
な
い
も
の

、
、
、
、
、
、
、
を
一
つ
選
び
、
記
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

 

８ 
 

。 

① 

幼
く
し
て
父
を
亡
く
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
。 

② 

母
と
妹
が
自
己
犠
牲
的
な
介
護
を
し
た
か
ら
。 

③ 

日
本
古
来
の
母
権
社
会
に
生
き
て
い
た
か
ら
。 

④ 

母
と
妹
の
愛
情
が
明
治
の
子
と
し
て
歩
ま
せ
た
か
ら
。 

 

問
五 

傍
線
４
「
狼
群
」
・
傍
線
５
「
一
匹
の
む
く
犬
」
は
何
を
指
し
て
い
る
か
。
そ
れ
ぞ
れ
適
切
な
も
の
を
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
を
マ
ー
ク
し
な

さ
い
。
解
答
番
号
は
傍
線
４
＝ 

 

９ 

・
傍
線
５
＝ 

 

10 
 

。 
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① 

漱
石 

 
 

② 

子
規 

 
 

③ 

英
国
紳
士 

 
 

④ 

明
治
の
新
国
家 

問
六 

空
欄  

f 

・ 

g  
 

に
入
る
語
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

 

f 
 

＝  

11 
 

・ 

 

g  
 

＝  

12 
 

。 

 

f 
 

① 

直 

② 

上 

③ 

左 

④ 

斜 

 

g  
 

① 

呼
び 

② 

冷
や 

③ 

撤
き 

④ 

打
ち 

 

問
七 

傍
線
６
「
菫
程
な
小
さ
き
人
に
生
れ
た
し
」
の
季
節
は
い
つ
か
。
次
の
中
か
ら
適
切
な
も
の
を
一
つ
選
び
、
記
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答

番
号
は 

 

13 
 

。 

① 

春 
 

② 

夏 
 

③ 

秋 
 

④ 

冬 

 

問
八 

傍
線
７
「
明
治
の
国
家
主
義
」
に
つ
い
て
、
夏
目
漱
石
と
の
関
係
を
踏
ま
え
て
説
明
す
る
う
え
で
適
切
で
な
い
も
の

、
、
、
、
、
、
、
を
一
つ
選
び
、
記
号
を
マ
ー

ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

 

14 
 

。 

① 

欧
米
の
優
れ
た
学
者
を
日
本
に
招
き
入
れ
る
こ
と
。 

② 

同
時
代
の
日
本
人
の
運
命
を
自
分
の
問
題
と
し
た
と
い
う
こ
と
。 

③ 

日
本
の
有
望
な
青
年
を
留
学
さ
せ
て
西
洋
文
化
を
学
ば
せ
る
こ
と
。 

④ 

明
治
の
新
国
家
が
求
め
る
有
為
の
人
に
な
る
こ
と
。 
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問
九 

本
文
中
で
書
か
れ
て
い
る
夏
目
漱
石
に
つ
い
て
適
切
で
な
い
も
の

、
、
、
、
、
、
、
を
一
つ
選
び
、
記
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

 

15 
 

。 

① 

『
三
四
郎
』
に
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
戦
と
現
代
の
惨
状
を
見
透
す
よ
う
な
不
気
味
な
予
言
が
書
か
れ
て
い
る
。 

② 
漱
石
は
国
家
的
使
命
を
に
な
っ
て
留
学
し
た
が
、
西
洋
文
学
の
中
心
が
恋
愛
小
説
だ
っ
た
の
で
大
学
に
行
か
な
か
っ
た
。 

③ 

明
治
の
国
家
主
義
か
ら
の
脱
落
が
、
時
代
を
炙
り
出
す
小
説
を
書
か
せ
る
原
動
力
と
な
っ
た
。 

④ 

漱
石
は
東
京
帝
国
大
学
の
講
師
を
辞
め
て
朝
日
新
聞
社
に
入
り
、
反
国
家
的
な
記
事
を
書
く
こ
と
を
選
択
し
た
。 

 

問
十 

次
の
作
品
群
の
中
か
ら
、
夏
目
漱
石
の
著
作
を
選
び
、
記
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
。
解
答
番
号
は 

 

16

 
 

。 

① 

『
金
閣
寺
』 

『
潮
騒
』 
『
豊
饒
の
海
』 

② 

『
小
僧
の
神
様
』 

『
和
解
』 
『
暗
夜
行
路
』 

③ 

『
そ
れ
か
ら
』 

『
夢
十
夜
』 

『
明
暗
』 

④ 

『
春
琴
抄
』 

『
刺
青
』 

『
細
雪
』 
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問
題
二 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

「
し
ぐ
さ
の
日
本
文
化
」
と
い
う
総
題
を
か
か
げ
な
が
ら
、
少
々
矛
盾
し
た
こ
と
を
こ
こ
で
言
う
よ
う
だ
が
、
日
本
人
の
し
ぐ
さ
の
一
つ
の
特
徴
は
、

し
ぐ
さ
、
身
振
り
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
、
貧
弱
で
あ
る
、
あ
る
い
は
抑
制
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
目
だ
っ
た
身
振
り
が
な
い
と
い
う

の
が
、
日
本
人
の
身
振
り
の
一
特
徴
な
の
で
あ
る
。 

私
は
電
車
な
ど
に
乗
る
と
、
そ
こ
で
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
人
の
身
振
り
に
つ
い
注
目
し
て
し
ま
う
。
結
論
は
、
目
だ
っ
た
身
振
り
が
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
先
日
、
電
車
の
中
で
ふ
と
気
づ
く
と
、
前
に
す
わ
っ
た
中
年
婦
人
ふ
た
り
が
、
身
振
り
手
振
り
に
ぎ
や
か
に
話
し
て
い
る
。 

Ａ 
 

を

突
き
だ
し
、
そ
れ
を
ひ
る
が
え
し
、
そ
れ
を
自
分
の 

 

Ｂ 
 

に
持
っ
て
来
…
…
、
と
に
か
く
に
ぎ
や
か
な
の
で
あ
る
。
私
は 

 

Ｃ 
 

を
見
張
っ

て
注
目
し
て
い
た
。
日
本
人
も
こ
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
の
か
。
う
か
つ
に
も
初
め
は
そ
う
思
っ
た
の
だ
。
し
か
し
、
し
ば
ら
く
見
て
い
る
と
、
ど

う
も
彼
女
ら
の
話
し
て
い
る
の
は
日
本
語
で
は
な
い
ら
し
い
。
ら
し
い
、
と
い
う
の
は
そ
ば
へ
行
っ
て
聞
き 

 

Ｄ 
 

を
た
て
る
ほ
ど
無
遠
慮
に
は

な
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
。
だ
か
ら
確
か
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
彼
女
ら
は
中
国
人
の
よ
う
で
あ
っ
た
。 

と
に
か
く
、
そ
の
時
私
は
「
や
っ
ぱ
り
」
と
い
う
が
っ
か
り
し
た
と
も
安
心
し
た
と
も
つ
か
ぬ
妙
な
ａ

感
ガ
イ
に
と
ら
わ
れ
た
。
１

や
っ
ぱ
り
、
日

本
人
の
身
振
り
は
貧
弱
な
の
だ
。 

そ
の
代
わ
り
―
―
い
け
ば
な
、
が
あ
る
。 

―
―
と
言
っ
て
は
ｂ
ト
ウ
突
に
過
ぎ
る
だ
ろ
う
か
。 

 
 

 
 

 
 

 

＊ 

い
け
ば
な
は
、
日
本
人
の
身
振
り
の
転
換
し
た
も
の
で
あ
る
。
ｃ
イ
論
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
は
そ
う
思
っ
て
い
る
。
床
の
間
の
い
け
ば
な

を
見
る
と
、
私
は
そ
れ
を
い
け
た
女
性
の
、
ふ
だ
ん
は
表
現
し
よ
う
と
思
っ
て
も
表
現
で
き
な
い
微
妙
な
彼
女
の
し
ぐ
さ
を
そ
こ
に
見
る
の
で
あ
る
。

あ
る
い
は
そ
こ
に
「
読
む
」
の
で
あ
る
。 

女
性
は
美
し
い
（
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
）
。
女
性
自
身
、
女
性
は
美
し
い
（
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
）
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
こ
こ
ま

で
は
お
そ
ら
く
万
国
共
通
で
あ
る
。
日
本
で
の
特
異
性
は
、
そ
の
こ
と
を
誇
示
し
て
は
か
な
ら
ず
し
も
「
美
し
く
」
は
な
く
な
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
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「
２

こ
れ
見
よ
が
し
」
に
鼻
に
か
け
て
は
、
美
し
い
も
の
も
美
し
い
と
見
ら
れ
な
く
な
る
。 

ｄ
ヨ
ウ
貌
や
化
粧
や
着
物
の
柄
や
着
つ
け
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
省
く
。
問
題
は
動
作
で
あ
る
。
身
の
こ
な
し
で
あ
る
。
そ
れ
は
な
る
べ
く
目
だ
た

ず
、
控
え
目
な
の
が
良
い
と
さ
れ
る
。
な
ぜ
控
え
目
が
よ
い
の
か
。
誇
示
を
き
ら
い
遠
慮
を
良
し
と
す
る
文
化
の
中
に
ひ
た
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

こ
ん
な
こ
と
、
言
っ
て
み
れ
ば
当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、
た
と
え
ば
自
分
の
美
を
「
ひ
け
ら
か
す
」
習
慣
の
西
洋
婦
人
の
中
に
遠
慮
が
ち
、
ｅ
フ
し

目
が
ち
な
日
本
女
性
を
置
い
て
み
る
と
、
ま
こ
と
に
「
い
じ
ら
し
い
」
ほ
ど
で
あ
る
。
よ
ほ
ど
「
日
本
人
ば
な
れ
し
た
」
女
性
で
も
、
や
は
り
そ
う
な

の
で
あ
る
。
だ
い
い
ち
、
目
立
っ
た
身
振
り
と
い
う
も
の
が
な
い
。
あ
る
の
は
、
身
振
り
で
は
な
く
、
か
す
か
な
「
し
ぐ
さ
」
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

外
国
人
の
目
に
は
ほ
と
ん
ど
と
ま
ら
ぬ
ほ
ど
の
、
か
す
か
で
優
美
な
し
ぐ
さ
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

＊ 

私
は
こ
れ
ま
で
３｢

身
振
り
」
と
「
し
ぐ
さ
」
と
を
ほ
と
ん
ど
同
一
視
し
て
「
身
振
り
や
し
ぐ
さ
」
と
言
っ
て
き
た
が
、
じ
つ
は
わ
が
国
で
は
「
身
振

り
」
は
「
大
げ
さ
な
身
振
り
」
で
あ
り
「
し
ぐ
さ
」
は
「
優
し
い
し
ぐ
さ
」
な
の
で
あ
る
。
身
振
り
と
は
抑
制
の
な
い
ゼ
ス
チ
ュ
ア
で
あ
り
、
し
ぐ
さ

と
は
抑
制
の
き
い
た
ゼ
ス
チ
ュ
ア
で
あ
る
。 

い
つ
だ
っ
た
か
、
料
理
屋
の
茶
室
ふ
う
の
部
屋
で
年
配
の
仲
居
さ
ん
が
一
座
の
客
に
お
酌
す
る
そ
の
「
し
ぐ
さ
」
に
お
ど
ろ
い
た
こ
と
が
あ
る
。
彼

女
は
四
、
五
人
の
客
に
一
度
に
お
酌
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
っ
て
、
あ
ち
こ
ち
、
身
体
を
動
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
狭
い
茶
室
で
あ
っ
た
。

彼
女
は
坐
っ
た
ま
ま
心
持
ち
身
体
を
か
た
む
け
、
次
の
客
に
お
酌
し
て
い
っ
た
。
か
た
む
く
身
体
は
左
手
で
さ
さ
え
る
。
そ
の
左
手
は
何
本
か
の
指
で

さ
さ
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
指
づ
か
い
の
「
優
し
い
し
ぐ
さ
」
に
私
は
不
覚
に
も
心
動
か
さ
れ
た
。
そ
の
女
性
の
、
そ
の
し
ぐ
さ
を
私
は
美
し
い
と
思
っ

た
の
で
あ
る
。 

指
で
身
体
の
重
み
を
さ
さ
え
る
そ
の
し
ぐ
さ
は
、
お
そ
ら
く
無
意
識
の
、
そ
し
て
や
む
を
え
な
い
動
作
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
「
優
し
さ
」
の
に
じ
ん

で
い
る
と
き
、
心
が
動
か
さ
れ
る
。
「
や
む
を
え
な
い
」
「
無
意
識
」
が
、
し
か
も
「
文
化
の
型
」
に
の
っ
と
っ
て
表
現
さ
れ
る
と
き
、
私
た
ち
は
こ

れ
を
「
優
し
い
し
ぐ
さ
」
と
し
て
認
め
る
よ
う
で
あ
る
。 

無
意
識
の
、
や
む
を
え
な
い
し
ぐ
さ
と
「
文
化
の
型
」
と
い
う
も
の
が
ど
う
関
わ
っ
て
い
る
の
か
、
こ
れ
は
や
が
て
、
日
本
の
踊
り
や
所
作
事
の
分

析
と
し
て
話
を
す
す
め
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
が
、
今
は
、
少
し
、
脱
線
し
す
ぎ
た
よ
う
で
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
大
げ
さ
な
身
振
り
は
禁
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じ
ら
れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
美
的
に
禁
じ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
け
ば
よ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 

＊ 
身
振
り
は
や
は
り
「
優
し
い
し
ぐ
さ
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
も
う
一
つ
、
４

身
振
り
が
肉
体
を
は
な
れ
て
他
の
対
象
に
「
転
移
」
さ

れ
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
で
美
し
い
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
私
は
い
け
ば
な
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
だ
。 

西
洋
人
も
草
花
を
花
び
ん
に
投
げ
入
れ
て
お
く
こ
と
を
好
む
。
西
洋
の
女
性
も
、
自
分
の
美
を
花
の
美
に
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
を
好
む
。
自
分
が
バ
ラ

の
花
で
あ
っ
た
り
、
か
れ
ん
な
フ
リ
ー
ジ
ヤ
の
花
で
あ
っ
た
り
す
る
。
し
か
し
、
日
本
の
い
け
ば
な
の
よ
う
に
、
た
と
え
ば
梅
の
枝
を
剪き

り
、
曲
が
り

に
く
い
枝
を
た
わ
め
、
そ
こ
に
微
妙
な
感
情
表
現
を
こ
め
る
と
い
う
こ
と
は
絶
え
て
し
な
い
。
彼
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
表
現
は
、
顔
で
、
身
体
で
、
手

で
、
す
る
で
あ
ろ
う
。 

美
を
誇
示
す
る
こ
と
は
私
た
ち
に
は
は
し
た
な
く
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
ナ
マ
の
自
我
の
表
現
で
あ
り
、
誇
示
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
自
分
を
一
本

の
梅
の
枝
に
た
と
え
、
そ
の
よ
う
に
し
て
「
客
観
化
」
さ
れ
た
「
自
分
」
を
、
さ
ら
に
も
う
一
度
「
自
分
」
の
目
で
、
５

た
め
つ
す
が
め
つ
手
を
加
え
、

あ
る
形
に
ま
と
め
あ
げ
る
。
そ
れ
は
、
抑
制
の
き
い
た
自
分
を
文
化
の
型
の
中
で
客
観
化
し
、
美
に
仕
上
げ
て
ゆ
く
過
程
で
あ
る
。 

い
け
ば
な
は
、
（
文
化
の
型
に
ひ
た
さ
れ
る
、
と
い
う
意
味
で
の
）
６

社
会
化
さ
れ
た
自
分
の
表
現
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
社
会
化
さ
れ
る
こ
と
で
初

め
て
許
さ
れ
る
「
身
振
り
」
の
表
現
な
の
で
あ
る
。
「
集
団
的
個
人
」
「
個
人
的
集
団
」
と
い
う
、
初
め
に
ふ
れ
た
あ
い
ま
い
領
域
、
―
― 

習
俗
が
ま

さ
に
そ
こ
に
根
を
下
し
て
い
る
領
域
で
の
、
こ
れ
は
芸
術
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
西
洋
風
に
い
え
ば
芸
術
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
―
― 

日
本

風
に
い
え
ば
、
芸
ご
と
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
才
能
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
７

猫
も
杓
子
も
い
け
ば
な
を
習
い
に
行
く
。
ま
た
、
習
い
に
行
け
る
の
で
あ

る
。 い

け
ば
な
の
「
身
振
り
」
は
静
的
で
あ
る
。
何
か
の
激
し
い
動
き
は
過
去
に
、
つ
ま
り
表
現
以
前
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
今
は
、
ぴ
た
り
と
「
あ

る
型
」
に
は
ま
っ
て
静
止
し
て
い
る
。
目
に
見
え
ぬ
動
き
は
、
枝
か
ら
枝
へ
と
走
り
、
や
が
て
先
端
に
い
た
っ
て
ぴ
た
り
と
止
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
緊

張
を
は
ら
ん
だ
静
寂
の
う
ち
に
、
私
た
ち
は
、
末
梢
（
デ
ィ
テ
ー
ル
）
に
至
っ
て
は
じ
め
て
全
体
を
感
覚
的
に
ま
と
め
あ
げ
る
と
い
う
日
本
文
化
の
一

つ
の
型
を
見
出
す
。 

細
部
に
お
け
る
入
念
な
手
入
れ
、
洗
練
。
そ
れ
は
時
に
は
全
体
の
見
通
し
の
悪
さ
を
も
た
ら
す
。
植
木
職
人
の
造
園
設
計
に
も
、
こ
の
特
徴
は
の
こ
っ
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て
い
る
。
全
体
か
ら
部
分
に
い
た
る
の
で
は
な
く
、
部
分
か
ら
全
体
へ
。
身
体
の
う
ご
き
の
美
学
に
し
て
も
、
全
体
を
ま
と
め
る
身
振
り
で
は
な
く
、

８
洗
練
さ
れ
た
細
部
で
あ
る
し
ぐ
さ
に
私
た
ち
の
関
心
は
向
か
う
の
で
あ
る
。 

（
多
田 

道
太
郎
『
し
ぐ
さ
の
日
本
文
化
』
よ
り
） 
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問
一 

空
欄  

Ａ 
 

～  

Ｄ 
 

に
入
る
語
を
次
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

 

Ａ 
 

＝ 
 

17 

・ 

 

Ｂ 

＝ 
 

18 

・ 

Ｃ 
 

＝ 
 

19 

・ 

Ｄ 
 

＝ 
 

20 
 

。 

① 

耳 

② 

胸 

③ 

手 

④ 

目 

 

問
二 

傍
線
ａ
～
ｅ
の
カ
タ
カ
ナ
と
同
じ
漢
字
を
使
う
カ
タ
カ
ナ
を
、
次
の
各
群
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
を
マ
ー

ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
ａ
＝ 

 

21 

・
ｂ
＝ 

 

22 

・
ｃ
＝ 
 

23 

・
ｄ
＝ 

 

24 

・
ｅ
＝ 

 

25 
 

。 

  

a 

感
ガ
イ 

 
 

b 

ト
ウ
突 

 
 

21 
 

 

22 
 

   

c 

イ
論 

 
 

d 

ヨ
ウ
貌 

 
 

23 
 

 

24 
 

   

e 

フ
し
目 

 
 

25 
 

 

① 
ガ
イ
略
を
説
明
す
る
。 

② 

気
ガ
イ
に
満
ち
て
い
る
。 

③ 

ガ
イ
事
に
通
じ
て
い
る
。 

④ 

生
ガ
イ
の
友
に
会
う
。 

① 

遣
ト
ウ
使
を
廃
止
す
る
。 

② 

製
ト
ウ
工
場
を
見
学
す
る
。 

③ 

全
体
を
ト
ウ
御
す
る
。 

④ 

有
資
格
者
に
該
ト
ウ
す
る
。 

① 

一
イ
帯
水 

② 

一
イ
専
心 

③ 

イ
心
伝
心 

④ 

大
同
小
イ 

① 

ヨ
ウ
望
を
述
べ
る
。 

② 

周
到
に
ヨ
ウ
意
す
る
。 

③ 

内
ヨ
ウ
を
証
明
す
る
。 

④ 

ヨ
ウ
式
を
整
え
る
。 

① 

小
説
の
フ
ク
線
を
読
む
。 

② 

フ
遇
な
人
生
。 

③ 

広
く
流
フ
す
る
。 

④ 

博
識
を
自
フ
す
る
。 
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問
三 

傍
線
１
「
や
っ
ぱ
り
、
日
本
人
の
身
振
り
は
貧
弱
な
の
だ
」
か
ら
、
筆
者
が
確
信
し
て
い
る
内
容
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
を
マ
ー
ク

し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

 

26 
 

。 

① 

目
だ
っ
た
身
振
り
が
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
互
理
解
に
支
障
を
き
た
す
文
化
の
型
が
あ
る
こ
と
。 

② 
日
本
の
い
け
ば
な
は
、
枝
を
剪
り
、
た
わ
め
、
そ
こ
に
微
妙
な
感
情
表
現
を
こ
め
な
い
こ
と
。 

③ 

外
国
人
の
目
に
は
ほ
と
ん
ど
と
ま
ら
ぬ
ほ
ど
の
控
え
目
な
し
ぐ
さ
の
い
じ
ら
し
さ
が
あ
る
こ
と
。 

④ 

日
本
の
踊
り
や
所
作
を
分
析
す
る
と
無
意
識
の
文
化
の
型
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
こ
と
。 

 

問
四 

傍
線
２
「
こ
れ
見
よ
が
し
」
の
意
味
に
相
当
す
る
語
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

 

27 
 

。 

① 

得
意 

② 

派
手 

③ 

謙
虚 

④ 

注
目 

 

問
五 

傍
線
３
「
『
身
振
り
』
と
『
し
ぐ
さ
』
」
の
説
明
と
し
て
適
切
で
な
い
も
の

、
、
、
、
、
、
、
を
一
つ
選
び
、
記
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

 

28 
 

。 

① 

身
振
り
は
大
げ
さ
で
し
ぐ
さ
は
優
し
い
。 

② 

身
振
り
は
目
立
つ
が
し
ぐ
さ
は
か
す
か
だ
。 

③ 

身
振
り
は
誇
示
す
る
が
し
ぐ
さ
は
微
妙
だ
。 

④ 

身
振
り
は
西
洋
婦
人
の
動
作
だ
が
し
ぐ
さ
は
日
本
女
性
の
動
作
だ
。 

 

問
六 

傍
線
４
「
身
振
り
が
肉
体
を
は
な
れ
て
他
の
対
象
に
『
転
移
』
さ
れ
」
る
こ
と
の
具
体
的
事
例
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
を
マ
ー
ク
し

な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

 

29 
 

。 

① 

い
け
ば
な 

② 

踊
り 

③ 

茶 

④ 

造
園 
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問
七 

傍
線
５
「
た
め
つ
す
が
め
つ
」
の
意
味
に
相
当
す
る
語
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

 

30 
 

。 

① 

自
負 

② 

入
念 

③ 

精
密 

④ 

客
観 

 

問
八 

傍
線
６
「
社
会
化
さ
れ
た
自
分
」
を
説
明
し
て
い
る
内
容
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

 

31 
 

。 

① 

公
共
空
間
の
中
で
個
人
の
主
体
性
を
失
わ
ず
、
付
和
雷
同
的
な
立
場
に
身
を
置
か
な
い
こ
と
。 

② 

自
分
を
梅
の
枝
に
た
と
え
、
も
う
一
度
自
分
の
目
で
そ
れ
に
手
を
加
え
て
客
観
化
す
る
こ
と
。 

③ 

集
団
的
個
人
・
個
人
的
集
団
と
い
う
領
域
の
中
で
、
芸
術
を
表
現
で
き
る
と
い
う
こ
と
。 

④ 

ナ
マ
の
自
我
の
表
現
を
は
し
た
な
く
思
う
こ
と
で
、
他
者
と
の
協
調
関
係
を
築
け
る
こ
と
。 

 

問
九 

傍
線
７
「
猫
も
杓
子
も
」
の
意
味
に
一
番
近
い
四
字
熟
語
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

 

32 
 

。 

① 

万
物
流
転 

② 

衆
人
環
視 
③ 

老
若
男
女 

④ 

一
視
同
仁 

 

問
十 

傍
線
８
「
洗
練
さ
れ
た
細
部
で
あ
る
し
ぐ
さ
に
私
た
ち
の
関
心
は
向
か
う
の
で
あ
る
」
に
つ
い
て
、
本
文
で
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
事
柄
を

一
つ
選
び
、
記
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は  
33 

 

。 

① 

電
車
の
中
で
身
振
り
手
振
り
に
ぎ
や
か
に
話
し
て
い
る
中
年
婦
人
ふ
た
り
。 

② 

自
分
の
美
を
ひ
け
ら
か
す
習
慣
の
西
洋
婦
人
の
中
で
遠
慮
が
ち
な
日
本
女
性
。 

③ 

料
理
屋
の
茶
室
ふ
う
の
部
屋
で
指
で
身
体
の
重
み
を
さ
さ
え
て
お
酌
を
す
る
仲
居
さ
ん
。 

④ 

曲
が
り
に
く
い
枝
を
た
わ
め
、
ぴ
た
り
と
「
あ
る
型
」
に
は
ま
っ
て
静
止
し
て
い
る
い
け
ば
な
。 

 

《
以
下
余
白
》 


